
日
蓮
宗

に
お
け

る
檀

林
法

度

の
制

定

に

つ
い
て

-
卜
飯
高

・
小
西

・
三
昧
堂
檀
林
を
中
心
に
-

冠

賢

一

近
時
、
浄
土
宗

・
天
台
宗
等
に
お
け
る
近
世
仏
教

々
団
の
学
事
組
織

で
あ
る
檀
林
に
つ
い
て
の
論
究
が
盛
ん
で
あ
る
。
檀
林
の
考
察
は
近
世

教
団

の
確
立
と
展
開
の
み
な
ら
ず
、
近
世
教
学
の
究
明
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な

い
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
飯
高
檀
林
に
お
け

る
檀
林

法
度
の
制
定
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
し
て
こ
の
飯
高
檀
林
の
法

度
が
、

の
ち
に
創
設
さ
れ
る
諸
檀
林
の
基
本
法
度
と
な
つ
て
い
つ
た
過

程
を
小
西

・
三
昧
堂
檀
林
の
法
度
か
ら
究
明
し
、
か
か
る
動
き
が
実
は

身
延
久
遠
寺
を
中
心
と
す
る
近
世
日
蓮
宗
教
団
の
支
配
体
制
の
確
立
を

支
え
る
も
の
で
あ

つ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

天
文
法
難
以
後
、
教
団
再
興
の
機
運
に
乗
じ
た
日
蓮
宗
僧
侶
の
聞
に
、

興
学
の
熱
意
が
高
ま

つ
て
い
つ
た
。
な
か
で
も
永
禄
十

一
年

(
一
五
六

八
)
堺
妙
国
寺
に
台
学
中
心
の
講
を
開
い
た
仏
心
日
現
、
常
胱
日
諦
、

山
光
日
詮

の
講
会
が
、
そ
こ
に
集

つ
た
同
時
代
の
諸
門
流
の
学
徒
を
し

て
、
興
学
研
究
の
機
運
を
醸
成
し
、
各
地
に
興
学
の
機
運
を
植
え
つ
け

る
と
い

つ
た
動
き
を
見
せ
始
め
て
い
た
。
事
実
、

こ
の
頃
か
ら
檀
林
が

各
地
に
創
設
さ
れ
、
関
東
で
は
下
総
飯
高
檀
林
、

申
村
、
小
西
、
松
崎
、

身
延
西
谷
檀
林
が
、
関
西
で
は
山
城
松
ケ
崎
檀
林
、
京
都
求
法
院
、
鷹

峰
、
東
山
、
山
科
檀
林
が
天
正
年
間
か
ら
寛
永
年
間
に
相
次
い
で
創
設

さ
れ
、
さ
ら
に
元
禄
年
間
ま
で
の
百
年
間
に
下
総
玉
造
、
水
戸
三
昧
堂
、

池
上
南
谷
、
京
都
鶏
冠
井
檀
林
が
創
設
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
関
東
八
檀
林
、

関
西
六
檀
林
の
成
立
を
見
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
堺
妙
国
寺
の
講
会
に
参
加

し
、
日
銑
に
学
ん
だ
学

徒

の
中
に
天
正
十
九
年

(
一
五
九
一
)
京
都
求
法
院
檀
林
に
招
か
れ
開
講

し
た

一
如
日
重
が
い
る
。
日
重
は
そ
の
学
徳
に
よ
つ
て
慶
長
四
年

(
一

五
九
九
)
関
東
飯
高
檀
林
に
招
請
さ
れ
る
が
、

そ
れ
を
断

つ
て
弟
子

の

心
性
日
遠
を
赴
か
せ
る
。
日
遠
は
僅
か
二
十
八
歳
で
飯
高
檀
林
第
三
代

化
主
と
し
て
師
日
重

の
代
り
に
文
句
を
講
じ
、

さ
ら
に
慶
長
元
年

(
一

六
〇
四
)
に
は
身
延
西
谷
檀
林
に
招
か
れ
開
講
す
る
。

こ
う
し
た
日
遠

の
学
徳
を
慕
い
、
か
つ
て
教
蔵
日
生
の
門
下
で
あ

つ
た
智
寂

日
豪

(飯

高
五
代
)
、
中
正
日
護

(
同
玄
文
講
)
、
禅
智
日
感

(
同
六
代
)
、
真
応
日
達

日
蓮
宗

に
お
け

る
檀
林
法
度

の
制
定

に
つ
い
て

(
冠
)
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日
蓮
宗
に
お
け
る
檀
林
法
度
の
制
定
に
つ
い
て

(冠
)

(同
八
代
)
等

の
学
僧
が
、
こ
ぞ

つ
て
日
遠
の
門
下
と
し
て
集

つ
て
い

つ
た
。

ま
た
、
前
記
檀
林
中
、
身
延
西
谷
、
京
都
求
法
院
、
鷹
峰
、
山

科
、
鶏
冠
井
、
池
上
南
谷
、
水
戸
三
昧
堂
檀
林
は
、
全
て
日
重
門
流
日

遠
門
下
生
に
よ
つ
て
開
設
開
講
さ
れ
た
も
の
で
あ

つ
た
し
、

い
つ
ぼ
う

飯
高
檀
林

へ
は
そ
の
後
、
日
遠
門
下
生
の
円
是
日
耀
、
寿
量
日
祐
、
一
乗

日
養
、
寂
遠
日
通
が
十
二
代
-
十

五
代
化
主
と
し
て
入
檀
し
て
い
る
。

こ
う
し
た

一
連
の
動
き
を
示
す
日
蓮
教
団
諸
門
流
の
学
徒
が
集

つ
た

檀
林
は
、
も
は
や
中
世
的
な
門
流
と
い
う
縦
割
の
枠
組
は
く
ず
れ
、
新

(
1
)

し
く
学
系
を
形
成
し
、
近
世
的
な
学
系
に
か
わ
つ
て
い
つ
た
と
い
え
よ

う
。
そ
し
て
、
こ
の
新
し
い
学
系
の
中
心
こ
そ
日
班
に
連
な
る
日
重
-

日
遠

の
学
系
で
あ
り
、
か
く
て
日
重
-
日
遠
の
学
系
は
檀
林
教
学
の
主

流
を
な
す
と
と
も
に
、
こ
の
日
重
-
日
遠
の
学
系
の
拠
点
と
な

つ
た
飯

高
檀
林

は
、
諸
檀
林
の
中
心
と
し
て
名
実
共
に
権
威
と
実
力
を
備
え
た

大
檀
林

と
し
て
発
展
し
て
い
つ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
日
重
日
遠
門
下

の
動
き
は
、
実

は
寛
永
七
年

(
一
六
三
〇
)
の
身
池
対
論
に
お
い
て
不
受
派
を
敗
退
さ
せ
、
勝

利
を

収
め
た
日
重
日
遠

の
身
延
久
遠
寺
を
中
心
と
す
る
受
派

の
檀
林
支
配

・

教
学
の
支
配
か
ら
教
団
の
支
配

へ
、
そ
し
て
不
受
派

の
追
打
ち
と
い
う

身
延
方

の
懸
命

の
努
力
に
ほ
か
な
ら
な
か

つ
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
飯

高
、
小
西
、
三
昧
堂
檀
林

の
初
期

の
法
度
を
て
が
か
り
に
、
そ
の
且
ハ体

的
な
動
き
を
み
て
い
き
た
い
と
思
う
。

ま
ず
飯
高
檀
林
に
お
い
て
は
、
い
か
な
る
理
念
と
い
か
な
る
修
学
課

程
の
も
と
に
檀
林
教
育
が
な
さ
れ
て
い
た
か
を
、
初
期
の
檀
林
法
度
を

て
が
か
り
に
考
察
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
飯
塚
講
騨

・
飯
高
談
所
を

そ
の
前
身
と
し
、
慶
長
元
年

(
一
五
九
六
)
蓮
成
日
尊
に
よ
つ
て
飯
高
檀

林
と
し
て
開
創
さ
れ
た
初
期
の
法
度
は
、
<
史
料
1
>
に
示
し
た
通
り
、

飯
高
檀
林
第
三
代
化
主
と
し
て
慶
長
四
年

(
一
五
九
九
)
か
ら
同
八
年

(
一
六
〇
三
)
ま
で
在
檀
し
た
心
性
日
遠
制
定

の

「
万
代
不
易
法
律
」
十

(
2
)

五
条
お
よ
び
日
遠

の
弟
子
、
第
八
代
化
主
真
応

日
達
が
元
和
四
年

(
一

(
3
)

六
一
八
)
に
制
定
し
た

「
追
加
」
法
度
六
条
に
よ
つ
て
明
ら
か
と
な
る
。

こ
れ
は
現
在
見
る
こ
と
の
で
き
る
飯
高
檀
林
最
古
の
法
度
で
あ
る
と
と

も
に
、
日
蓮
宗
檀
林
中
最
古

の
法
度
で
も
あ
る
。

日
遠
制
定
の

「
万
代
不
易
法
律
」
十
五
条
は
学
徒
の
打
郷
、

口
論
、

喧
嘩
、
蹴
鞠
、
盤
上
の
遊
び
等
を
禁
じ
、
か

つ
行
儀
作
法
を
正
し
、
上

座
の
下
知

の
も
と
に
学
徒
の
檀
林
生
活
指
導

の
撤
底
を
は
か
つ
た
も

の

で
、
そ
の
こ
と
ご
と
く
が
禁
止
規
制
で
あ
る

こ
と
は
、
そ
の
意
図
さ
れ

た
も
の
が
徳
行
教
育
に
ほ
か
な
ら
な
か
つ
た

と
い
え
よ
う
。

つ
い
で
、

元
和
三
年

(
一
六
一
七
)
に
第
八
代
化
主
と
し
て
入
檀
し
た
日
遠

の
弟
子

真
応
日
達
に
よ
つ
て
、
翌
元
和
四
年

(
一
六
一
八
)
二
月
、
「追
加
」
法

度
六
条
が
制
定
さ
れ
る
が
、
こ
の
法
度
で
注

目
す

べ
き
は
第
二

条

に

<
史
料
I
>

<飯
高
檀
林
>
万
代
不
易
法
律
十
五
条

飯
高
学
校
妙
雲
法
輪
寺

法

度

(三)
小

一
、
打
郷

弐
年
追
放
之
事

但
於
干
堪
忍
之
人
者
可
為
沙
汰
之
外
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小

一
、
口
論

一
月
文
厘
之
事

堪
忍
之
人
同
上

付
引
籠
衆
者

一
月
止

於
寄
合

(三)
小

一
、
喧
嘩
口
論
之
時
助
成
之
人
之
事

(三)
小

一
、
持
笥
答
出
人
者
縦
難
不
及
打
梛
可
同
打
郷
之
罪
事

小

一
、
或
揚
挙
或
被
干
抱
護
等
之
人
者
可
同
悪
口
之
罪
事

(三)
小

一
、
蹴
鞠
之
事

過
料
四
十
字

(三)
小

一
、
盤
上
之
遊
之
事

過
料
弐
百
字

小

一
、
長
髪
白
衣
之
事

過
料
八
字

小

一
、
市
町
帯
脇
差
等
之
事

一
月
文
匝

一
、
供
養

一
汁

一
菜
之
事

付
酒
弐
献

(三)

一
、
大
途
之
祝
儀
井
振
舞
可
同
供
養
事

但
正
月
元
三
与
同
十

一
日
可

為
初
献
以
小
蓋
三
度
弐
献
以
申
蓋
弐
度
也

小

一
、
不
可
立
振
舞
事

付
振
舞
於
帰
国
之
人
井
送
遠
路
事
制
之

小

一
、
誓
句
之
事

過
料
四
字

(三)
小

一
、
乱
履
之
事

過
料
八
字

(三)
小

一
、
無
実
申
懸
人
者
可
同
本
罪
事

(三)
小

一
、
万
端
可
随
上
座
之
下
知
事

但
於
及
衆
義
者
一
往
申
所
存
再
往
可

被
任
五
人
之
義
事

惣
計
法
律
十
五
条

右
所
定
如
件

妙
雲
山
法
輪
寺

日
遠

(花
押
)

追

加

日
達

(花
押
)

(三)
小

一
、
不
可
乱
物
読
之
次
緒

(名
目
、
四
教
義
、
集
解
、
観
心
物
、
玄
義
、

文
句
、
止
観
)

一
、
読
物
次
第
者
可
任
能
化
下
知

(三)
小
一
、
学
業
慨
怠
而
好
遊
覧
人
者
不
可
在
談
所

小
一
、
新
談
義
者
必
在
談
所
可
執
行

小

一
、
公
処
説
法
者
必
取
能
化
許
状
可
致
之

一
、
着
衣
之
時
必
縮
四
靱
不
可
乱
威
儀

元
和
第
四

(年
)
二
月
吉
日

「
不
可
乱
物
読
之
次
緒
」
と
し
て
、
始
め
て
名
目
部
か
ら
止
観
部
に
至

る
ま
で
の
天
台
学
重
視
の
修
学
課
程
を
遵
守
す

べ
き
規
制
が
条
文
に
み

え
る
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
従
来
、

日
蓮
宗
諸
檀
林
の
修
学
課
程
は
、
早
く
影
山
尭

(
4
)

雄
博
士
が
指
摘
さ
れ
た
如
く
、
天
台
学
重
視
の
修
学
課
程
で
あ

つ
た
こ

と
は
今
や
定
説
と
な

つ
て
い
る
。
し
か
し
、
か
か
る
具
体
的
な
天
台
学

重
視
の
修
学
課
程
を
檀
林
に
お
け
る
課
程
と
し
て
制
定
し
た

の
は
誰

か
。
そ
し
て
そ
れ
は
い
つ
頃
か
ら
諸
檀
林
の
修
学
課
程
と
し
て
制
度
化

さ
れ
て
い
つ
た
の
か
に

つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

私
は
檀
林
に
お
け
る
か
か
る
天
台
学
重
視
の
修
学
課
程
の
制
定
者
は

飯
高
檀
林
第
三
代
化
主
の
心
性
日
遠
で
あ
つ
麗

と
考
え
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
飯
高
檀
林
第
八
代
化
主
日
達
の

「追
加
」
規
制

「
不
可
乱
物
読

之
次
緒
」
の
条
文
か
ら
日
達
以
前
に
制
定
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、

そ
し
て
宝
暦
年
間

(
一
七
五
一
-
六
三
)
の
飯
高
檀
林
第

一
二
九
代
化
主

要
敬
日
幹
の

「
小
山
茗
話
」
に
、
当
時
の
飯
高
檀
林
に
お
け
る
名
目
部

か
ら
止
観
部
に
至
る
修
学
課
程
が
、
「檀
林
学
問

ノ
次
第

ハ
遠
師

(
日

日
蓮
宗

に
お
け
る
檀
林
法
度

の
制
定
に

つ
い
て

(
冠
)
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日
蓮
宗
に
お
け
る
檀

林
法
度

の
制
定
に

つ
い
て

(
冠
)

遠
)
ノ
御
定

二
違
背
ス
マ
シ
キ
コ
ト
」
な
く
、
ま
た

「遠
師

(日
遠
)
ノ

御
定
井
蓮
乗
達
師

(日
達
)
ノ
御
追
加
ノ
次
第

ヲ
規
矩
ト
シ
テ
」
、
な
お

日
幹
の
時
代
に
お
い
て
も
飯
高
檀
林
に
お
け
る
修
学
が
日
遠
の
定
め
に

違
背
す
る
こ
と
な
く
、
日
遠
の
定
め
た
修
学
課
程
を
規
矩
と
し
て
学
ば

れ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
名
目
部
か
ら
止
観
部
に
至
る
天
台
学
重
視

の
修
学

課
程

の
制
定
者
は
心
性
日
遠
で
あ
つ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

か
く

て
、
日
遠
の
制
定
し
た
か
か
る
檀
林
法
度
、
修
学
課
程
が
基
本

規
制
と
な
り
、
や
が
て
日
遠
門
下
生
で
あ
る
円
是
日
耀
、
寿
量
日
祐
、

一
乗
日
養
、
寂
遠
日
通
が
飯
高
檀
林
第
十
二
代
-
十

五
代
化
主
と
し
て

入
檀
し
て
い
つ
た
飯
高
檀
林
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
日
遠
開
講
の
身
延

西
谷
檀
林
、
さ
ら
に
日
遠
門
下
生
が
開
講
し
た
京
都
山
科
、
関
東
南
谷
、

水
戸
三
昧
堂
檀
林
、

ま
た
日
遠
門
下
生
が
諸
檀
林

へ
化
主
と
し
て
送
り

こ
ま
れ

て
い
く
過
程

の
な
か
で
、
関
東

・
関
西
諸
檀
林
の
基
本
規
制
、

修
学
課
程
と
し
て
制
度
化
し
、定
着
し
て
い
つ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

小
西
檀
林
お
よ
び
三
昧
堂
檀
林
の
場
合
を
み
て
み
よ
う
。
小
西
檀
林

は
通
王
日
裕
を
始
祖
と
し
、
天
正
十
八
年

(
一
五
九
〇
)
の
開
創
と
い
わ

れ
、
飯
高

・
申
村
檀
林
と
と
も
に
関
東
三
檀
林
の

一
つ
と
し
て
繁
栄
し

た
。
し
か
し
、
第
六
代
化
主
守
玄
日
領
が
不
受
不
施
義
を
主
張
し
、
寛

永
七
年

(
一
六
三
〇
)
不
受
不
施
諸
師
と
と
も
に
流
罪
と
な
り
、
奥
州
相

馬

へ
配
流
と
な
つ
た
こ
と
か
ら
、
寛
永
八
年

(
一
六
三
一)
夏
、
小
西
檀

林
は
受
派

の
身
延
に
接
収
さ
れ
、
そ
の
支
配
下
と
な
り
不
受

の
学
徒
は

離
散
し
檀
林
鳳
荒
廃
し
て
い
つ
充
。
こ
の
小
西
檀
林
た
て
癒
お
し
の
泥

め
、
第
十
三
代
化
主
と
し
て
入
檀
し
た
の
が
日
遠
の
孫
弟
子
に
あ
た
る

要
玄
日
寛
で
あ
る
。
日
寛
は
日
遠
門
下
の
恵
性

日
通
の
弟
子
で
、
飯
高

(
6
)

に
学
び
飯
高
第
十

一
代
の
玄
講
主
と
な

つ
て
い
る
。
そ
し
て
、
小
西
檀

林

の
化
主
と
な
つ
た
日
寛
は
承
応
三
年

(
一
六
五
四
)
十
月
、
小
西
檀
林

法
式
二
十
三
菊
並
に
修
学
課
程
で
あ
る

「
読
物
次
第
之
郭
二」
を
制
定
す

る
。
こ
の
法
式
は
二
十
三
条
か
ら
成
る
も
の
で
あ
る
が
、
<史
料
1
>
の

「飯
高
檀
林
万
代
不
易
法
律
」
十
五
条
の
上
に
小
と
記
し
た
の
が
そ
の

条
文
で
、
二
十
三
条
中
、
実
に
十
七
条
ま
で
が
飯
高
檀
林

日
遠

の

「
万

代
不
易
法
律
」
、
日
達
の

「
追
加
」
と
全
く
同
文

の
規
制
で
あ
り
、
こ
の

こ
と
か
ら
小
西
檀
林
の
法
式
は
日
遠

・
日
達
の
法
度
を
範
と
し
、
踏
襲

し
て
い
つ
た
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
修
学
課
程
の
面
に
つ

い
て
も
、

日
寛
の
定
め
た

「読
物
次
第
之
事
」
は
日
遠
の
制
定
し
た
名

目
部
か
ら
止
観
部
に
い
た
る
天
台
学
重
視
の
修
学
課
程
を
そ
の
ま
ま
継

承
し
、
学
徒
の
教
育
に
あ
た
つ
た
も
の
で
あ
つ
た
。

ま
た
、
飯
高
檀
林
開
講
か
ら
約
百
年
、
天
和
三
年

(
一
六
八
三
)
に
開

講
し
た
水
戸
三
昧
堂
檀
林

の
法
度
は
、
翌
々
年

の
貞
享
二
年

(
一
六
八(
9
)

五
)
に
初
代
化
主
寿
遠
日
遵
が
制
定
し
た

「
万
代
不
易
法
律
」
十

八
条

に
よ
つ
て
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
寿
遠
日
遵

(
-
一七
一
二
)
は
日

出遮
門
下
の
寂
出遅
日
通

の
菖
鼎弟
で
飯
山局
槽
林
に
学

び
、
飯
山局
玄
講
主
を
つ

と
め
た
の
ち
、
京
都
東
山
檀
林
第
八
代
化
主

に
す

す
み
、
天
和
三
年

(
一
六
八
三
)
水
戸
三
昧
堂
檀
林
が
開
講
さ
れ
る
や
招

か
れ
て
初
代
化

(
1
0
)

主
と
な
つ
売
。
系
譜
約
に
鳳
日
遠
の
孫
弟
子
に
あ
光
り
、
し
た
が
つ
て
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貞
享
二
年

へ
一
六
八
五
)
に
討
定
し
た
、
万
代
不
易
法
偉
」
十
八
条
は

<
史
料

I
>
の

「
飯
高
檀
林
万
代
不
易
法
律
」
十
五
条
の
上
に
(三)
と
記

し
た
条
文
が
示
す
よ
う
に
、
十
八
条

の
中
、
十

一
条
ま
で
が
日
遠

・
日

達
の
規
制
を
範
と
し
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
修
学
課
程
に
つ

い
て
も
、
第
二
条
に

「物
読
之
次
第
事
」
と
し
て
日
遠
の
制
定
し
た
名

目
部
か
ら
文
句
部
に
い
た
る
天
台
学
重
視

の
修
学
課
程
を
そ
の
ま
ま
継

承
し
て
学
徒
の
教
育
に
あ
た

つ
た
も
の
で
あ

つ
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
小
西

・
水
戸
三
昧
堂
檀
林
の
法
度
は
、
そ
の
後
両

檀
林
の
基
本
法
度
と
し
て
遵
守
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

か
く
み
れ
ば
日

遠
門
下

生
が
檀
林
化
主
と
し
て
、
ま
た
新
た
に
開
設
さ
れ
た
檀
林
化
主

と
し
て
送
り
込
ま
れ
た
檀
林
で
は
小
西

・
三
昧
堂
檀
林
の
よ
う
に
、
日

遠

・
日
達
制
定
の
法
度
の
も
と
に
学
徒
の
指
導
、
天
台
学
重
視
の
修
学

課
程
に
よ
る
檀
林
教
育
が
な
さ
れ
て
い
つ
た
の
で
あ
る
。
い
つ
ぼ
う
、

飯
高
檀

林
に
お
い
て
も
日
遠

・
日
達
の
制
定
し
た
法
度
の
も
と
に
学
徒

の
教
育
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
日
遠
制
定

の
天
台
学
重
視
の
修
学

課
程
が
五
十
年
後
の
承
応
三
年

(
一
六
五
四
)
頃

の
檀
林
規
制
に
お
い
て

(
1
1
)

「
右
之
次
第
不
可
乱
者
也
」
と
さ
れ
、
さ
ら
に
百
五
十
年
後
の
宝
暦
年

間
に
お

い
て
も
、
依
然
と
し
て

「遠
師

(日
遠
)
ノ
御
定

二
違
背

ス
マ

(
1
2
)

シ
キ
ロ
ト
」
な
く
日
遠
制
定
の
修
学
課
程

の
下
に
檀
林
教
育
が
な
さ
れ

て
い
た

こ
と
か
ら
も
明
ら
か
と
な
る
。
ま
た
、
享
保
二
年

(
一
七
一
七
)

に
入
檀
し
た
八
十
四
代
化
主
日
永

の
代
に
は
、
日
遠

の

「万
代
不
易
法

律
」
十
五
条
、
日
達
の

「
追
加
」
六
条
を
毎
夏
講
堂
に
お
い
て
全
学
徒

に
読
ま
ぜ
て
そ
の
撤
豪

は
か
ら
巌
・
そ
れ
は
明
治
五
年

会

八
七
二
)

(
1
4
)

に
至
る
も
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
明
ら

か
と
な
ろ
う
。

し
か
も
、

こ
の
よ
う
に
日
遠
門
下
生
に
よ
つ
て
制
度
化
さ
れ
た
諸
檀

林
に
お
け
る
名
目
部
か
ら
止
観
部
に
至
る
全
修
学
課
程

の
中
で
学
ぶ
べ

き
指
導
書
と
し
て
、
日
遠
著
述
の
三
大
部
聞
書
を
は
じ
め
と
す
る
天
台

学
書
が
指
定
さ
れ
、
そ
れ
は
飯
高
檀
林
の
み
な
ら
ず
、

既
述
し
た
制
度

(
1
5
)

化
さ
れ
た
関
東

・
関
西
の
諸
檀
林
で
学
ば
れ
て

い
つ
た
の
で
あ
る
。
か

く
て
、
日
重
門
流
日
遠
門
下
生
に
よ
つ
て
飯
高
檀
林
を
中
心
と
し
た
諸

檀
林
に
お
け
る
修
学
課
程
が
制
度
化
さ
れ
、
そ
し
て
統

】
の
教
科
書
、

指
導
書
を
指
定
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
教
権
を
確
立
し
、
見
事
に
檀
林

の

支
配
下
を
は
か
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
ま
た
、
身
延

久
遠
寺
を
本
山
と
す
る
強
力
な
近
世
日
蓮
教
団

の
支
配
体
制
の
確
立
と

そ
れ
を
支
え
る

一
環
と
も
な
つ
て
い
つ
た
と
い
え
よ
う
。

〔昭
和
五
十
年
度
、
文
部
省
科
学
研
究
費
総
合
研
究
(
A
)
に
よ
る
研
究

成
果
の
一
部
〕

(
1
)
高
木
豊

「近
世
初
頭
に
お
け
る
日
蓮
教
団
の
動
向
」
(『史
潮
』
八
〇
号
)

(2)
(
3
)
千
葉
県
飯
高
寺
蔵
(
4
)

『
諸
檀
林
並
親
師
法
縁
』

(
5
)
拙
稿

「
日
蓮
宗
出
版
書

に
お
け
る
寛
文
期

の
意
義
」

(『
日
蓮
教
学

の
諸
問

題
』
)
(
6
)

影
山
尭
雄

『
小
西
法
縁
史
』

九
十

六
頁

(
7
)
(
8
)

千
葉

県
正
法
寺
蔵
(
9
)

茨
城
県
久
昌
寺
蔵

(
1
0
)

影

山
発
雄

『
諸
檀

林
並
親
師
法
縁
』

二
〇

二
頁

(
1
1
)

影

山
発
雄

『
諸
檀
林
並
親
師
法
縁
』

一
一
頁

(
1
2
)

要
敬

日
幹

『
小
山
茗
話
』
(
1
3
)
(
1
4
)

千
葉
県

飯
高

寺
蔵
(
1
5
)
註
(
5
)
に
同

じ

日
蓮
宗
に
お
け
る
檀
林
法
度

の
制
定

に

つ
い
て

(
冠
)
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